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Welcome to the world of parliamentary debating ! 論題が試合直前に発表される即興型英語ディベートの高校生全国大会が行われ、40高校が参加した（3月24日、25日、東京都内で／ 2・3面へ）
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即興型英語ディベートとは� Parliamentary Debate

高校生連盟杯の流れ

巻頭特集巻頭特集

「
政
府
」
×
「
野
党
」      

日
本
高
校
生
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ー
デ
ィ
ベ
ー
ト
連
盟
杯 

全
国
大
会

即
興
デ
ィ
ベ
ー
ト

英
語
と
ロ
ジ
ッ
ク
の
応
酬

　時事問題などを高校生が英語で討論する
「第７回 日本高校生パーラメンタリーディ
ベート連盟杯 全国大会」（文部科学省など
後援、メディアパートナー読売新聞社）が
3月24日と25日、東京都内で行われた。
対戦直前に論題が発表され、その場で政
府と野党に分かれて競う即興型ディベート。
１校３人のチームで地方大会を勝ち抜いた
40校が参加し、渋谷教育学園渋谷高（東
京）が優勝した。

渋谷教育学園渋谷高が優勝
（
26
）
は
「even if

と
い
う
比
較
思

考
は
大
学
生
大
会
の
上
級
戦
略
。
よ

う
や
く
日
本
の
高
校
生
も
実
践
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
話
す
。

英
語
か
ら
逃
げ
た
く
な
い

　

今
回
、
短
期
間
で
結
果
を
出
し
た

学
校
が
あ
る
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

進
出
こ
そ
逃
し
た
も
の
の
、
都
大
会

で
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
を
破
り
１
位

と
な
っ
た
豊
島
岡
女
子
学
園
高
（
東

京
）
だ
。

　

１
年
間
の
米
国
留
学
か
ら
帰
国
し

た
宮
本
麻
耶
さ
ん
（
18
）
が
昨
年
10

沼田 貞昭 氏
元駐カナダ大使・日本英語交流連盟会長

　若いころ、半年かけて準備するディベートを
やったが、実社会で議論する際にそんな時間
はない。世界で求められるのは、限られた時
間で論理立てて話し、相手を説得する力。書く力も大切で、
そうした力の全てを鍛えてくれるのが即興ディベートだ。
　普段の練習では、与えられたテーマに対して三つほどの
論点を見いだし、それぞれに対する反論を用意できるように
したい。日ごろから様々なニュースをフォローするなど時事
問題の知識も欠かせない。
　連盟杯には多くの帰国子女が参加しており、流暢に話せ
る人に刺激を受けながら英語を磨けるはずだ。注目したいの
は、帰国子女のいないチームも過去に優勝していること。良
いディベートの基準が語学だけではないことの証左だ。

込
み
を
入
れ
る
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
練
習

だ
。

　

同
時
に
力
を
入
れ
た
の
は
論
題
準

備
の
た
め
の
練
習
。
毎
朝
20
分
、
自

分
た
ち
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
２
０
０

近
い
論
題
を
こ
な
し
た
。
我
流
だ

が
、
①
相
手
の
立
論
を
先
読
み
②
相

手
の
主
張
を
自
ら
の
主
張
に
取
り
込

み
、
議
論
を
狭
め
な
が
ら
反
論
を
封

じ
込
め
る
―
と
い
う
手
法
を
磨
き

に
磨
い
た
。

　

チ
ー
ム
結
成
当
初
、“
純
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
”
２
人
の
英
語
が
な
か
な
か

理
解
で
き
な
か
っ
た
と
宮
本
さ
ん
は

明
か
す
が
、「
12
月
に
な
る
と
２
人

の
話
す
英
語
が
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど

う
ま
く
な
っ
た
」。
探
求
心
と
英
語

力
ア
ッ
プ
が
か
み
合
い
、
あ
れ
よ
あ

れ
よ
と
都
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
。

焦
ら
ず
、ゆ
っ
く
り

　
「
楽
し
く
、
で
も
、
と
こ
と
ん
や
る
」

と
い
う
姿
勢
は
、
ど
の
学
校
も
同
じ

だ
。
栃
木
県
や
愛
知
県
な
ど
は
学
校

横
断
の
勉
強
会
で
底
上
げ
を
図
る
。

大
学
デ
ィ
ベ
ー
ト
部
で
“
武
者
修
行
”

し
た
り
、
休
み
の
日
に
他
県
の
生
徒

と
練
習
し
た
り
す
る
生
徒
も
い
る
。

　

同
連
盟
理
事
で
も
あ
る
小
林
教
諭

は
「
強
豪
校
と
練
習
し
て
経
験
を
積

め
ば
、
話
す
力
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
す
る

力
は
飛
躍
的
に
ア
ッ
プ
す
る
。
あ
え

て
注
文
を
つ
け
る
な
ら
ば
、
焦
ら
ず
、

ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
。
相
手
に
伝
わ

We want to value the future.  
Because if this situation keeps going on,  
there will be so many killed or attacked.
我々は将来を重視している。身代金を支払う状態が続けば、テロの犠牲者は増える一方だ。　もともと、イギリス議会の答弁トレーニングとして

始まった競技ディベート。高校生、大学生向けの国際
大会や世界大会がある。

総 評

論題練習に取り組む豊島岡女子学園高のメンバー。互いの弱みを補い、とびっ
きりのチームを作った。

「このテーマで真っ向勝負しても勝てない」「政府の主張を切り崩すには、どうしたらいい？」―。勝敗の鍵を握る25
分の論題準備時間で、懸命に立論に取り組む渋谷教育学園渋谷高の3人。

を
張
り
、
論
理
的
思
考
と
英
語
力
を

鍛
え
な
い
と
戦
え
な
い
知
の
格
闘
技

だ
が
、
両
校
は
様
々
な
事
例
を
引
き

合
い
に
議
論
を
展
開
し
た
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
は
自
国
民
解
放
の
た

め
イ
ス
ラ
ム
武
装
勢
力
に
60
億
か
ら

70
億
円
を
支
払
っ
た
と
の
情
報
が
あ

る
」。
デ
ー
タ
を
示
し
た
政
府
側
は
、

莫
大
な
身
代
金
が
テ
ロ
拡
大
に
つ
な

が
る
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
し
た
。

　

野
党
の
鎌
原
舞
衣
さ
ん
（
17
）
が

紹
介
し
た
の
は
、
日
本
人
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
人
質
事
件
で
家
族
の
出
し
た

声
明
だ
っ
た
。
大
切
な
人
と
引
き
裂

か
れ
る
悲
し
み
と
苦
し
み
を
伝
え
、

「
社
会
は
悪
を
罰
す
る
が
、
無
事
を

願
う
家
族
の
行
動
は
『
悪
』
で
は
な

い
。
ど
う
し
て
違
法
化
で
き
よ
う
」

と
問
い
か
け
た
。

　

デ
ィ
ベ
ー
ト
は
50
分
に
及
び
、
会

場
か
ら
は
「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
エ
ビ
デ

ン
ス
で
対
抗
す
る
知
識
が
す
ご
い
」

「
感
情
に
訴
え
る
英
語
に
心
を
動
か

さ
れ
た
」
と
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　

審
査
で
は
「
仮
に
違
法
化
さ
れ
た

と
し
て
も
…
…
」
と
、
相
手
の
主
張

を
受
け
入
れ
た
う
え
で
議
論
を
組
み

立
て
た
野
党
側
に
軍
配
が
上
が
っ

た
。
ジ
ャ
ッ
ジ
の
一
人
、
大
学
世
界

大
会
で
活
躍
し
た
小
野
暢み

つ

思し

さ
ん

We should never ever give in to terrorism.  
Once we compromise, respond to their requirement, 
that will just facilitate terrorist to take hostages.
テロには決して屈してはならない。一度でも要求をのめば、テロリストによる誘拐を助長させてしまう。

They won’t just stop kidnapping the moment the 
government says, “Hey guys we don’t pay ransom” 

「身代金は支払わない」と政府が宣言したからといって、人質事件がなくなるわけではない。

THW criminalize the payment of ransom　本院は身代金の支払いを犯罪行為とみなす

How will government justify,  
neglecting and abandoning citizens?
人々の命を無視し、見捨てるのを、政府はどうやって正当化するのか？

月
、
海
外
体
験
ゼ
ロ
の
久
保
田

葵
さ
ん
（
17
）
と
杉
山
佑
奈
さ

ん
（
17
）
に
声
を
か
け
、
２
人

は
「
今
あ
る
知
識
で
勝
負
で
き

る
の
が
面
白
そ
う
」「
苦
手
な

英
語
か
ら
逃
げ
た
く
な
い
」
と

チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。

　

そ
ん
な
３
人
を
鍛
え
た
の

は
、
英
会
話
部
顧
問
の
小
林
良

裕
教
諭
（
37
）
が
発
案
し
た

「
２
分
間 

英
語
お
ば
か
ス
ピ
ー

チ
」。
例
え
ば
、
３
人
そ
れ
ぞ

れ
が
「
ピ
カ
チ
ュ
ウ
」「
ヘ
ビ
」

「
英
語
の
先
生
」
を
ペ
ッ
ト
に

す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
必
死

に
な
っ
て
話
し
、
互
い
に
突
っ

さいたま市立浦和高

渋谷教育学園渋谷高

　

25
日
の
決
勝
は
対
照
的
な
２
校
が

ぶ
つ
か
っ
た
。
じ
ゃ
ん
け
ん
で
「
政

府
」
と
な
っ
た
の
は
海
外
在
住
体
験

が
な
く
、
部
活
で
英
語
と
デ
ィ
ベ
ー

ト
を
鍛
え
る
さ
い
た
ま
市
立
浦
和
高

（
埼
玉
）。
一
方
の
「
野
党
」、
渋
谷

教
育
学
園
渋
谷
は
帰
国
子
女
ら
を
擁

す
る
強
豪
だ
。

　

論
題
は
「
身
代
金
の
支
払
い
を
違

法
行
為
と
み
な
す
」。
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
は
、
こ
の
政
策
を
提
案
す
る
政

府
側
の
小
渕
圭
悟
さ
ん
（
17
）。
ス

ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
を
押
し
て
、
滑
ら

か
な
英
語
で
会
場
の
２
７
０
人
に
語

り
は
じ
め
た
。

　

明
快
な
ス
ピ
ー
チ
だ
。
テ
ロ
リ
ス

ト
に
よ
る
人
質
事
件
を
前
提
に
「
論

題
の
本
質
は
、
ど
ち
ら
の
政
策
が
よ

り
多
く
の
命
を
救
え
る
か
だ
」
と
話

し
、
身
代
金
が
新
た
な
テ
ロ
の
資
金

源
に
な
る
こ
と
、
国
際
社
会
が
結
束

し
て
違
法
化
に
取
り
組
め
ば
テ
ロ
封

じ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
強
く
訴
え
た
。

　

野
党
側
も
一
歩
も
譲
ら
な
い
。
国

民
の
命
を
守
る
の
は
国
家
の
責
務
だ

と
し
、「
愛
す
る
人
を
救
お
う
と
す

る
個
人
の
権
利
は
誰
に
も
侵
せ
な

い
」
と
反
論
。
政
府
側
に
次
々
と
疑

義
を
突
き
付
け
た
。

50
分
の
デ
ィ
ベ
ー
ト

　

日
本
で
は
論
題
が
何
か
月
も
前
に

示
さ
れ
て
発
言
内
容
を
入
念
準
備
す

る
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
も
あ
る
。
だ

が
、
即
興
型
は
通
常
、
試
合
開
始
15

～
25
分
前
に
論
題
が
発
表
さ
れ
、
こ

の
わ
ず
か
な
時
間
で
議
論
を
ま
と
め

て
試
合
に
臨
む
。
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
収
集
は

認
め
ら
れ
な
い
。

　

日
頃
か
ら
社
会
問
題
に
ア
ン
テ
ナ

↑決勝戦の動画も見られます　https://www.hpdu.jp/　日本高校生パーラメンタリーディベート連盟ウェブサイト　

る
英
語
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
」
と
生
徒

た
ち
に
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。

政府（肯定） 野党（否定）

ロジックとエビデンスはあったか？
優れたスピーチをジャッジ審査

改めて自説の優位性をアピール（各4分）総括
スピーチ

賛否の根拠、議論裏づける具体例を示し
ながら主張と反論（各5分、決勝は7分）

ディ
ベート

政府、野党の立場決定
２０分でスピーチ準備（決勝は25分）

論題
発表

野党党首
1st 
speaker

1st 
or 2nd

首相
1st 

speaker

1st 
or 2nd

2nd
2nd

3rd
3rd

　試合の約20分前に論題が発表される。各3人のチーム
には政府（肯定）と野党（否定）の役割が与えられ、限られ
た時間と知識で立論することが求められる。１人4分～７分
でそれぞれの主張を述べた後、質問や反論をしながらスピ
ーチを繰り返し、どちらがジャッジを説得できるかを競う。
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記入日
月 　 　　日

新聞でチャレンジ！ トレーニングシート Yomiuri 
Training Sheet

２０１８年 2 月 8 日 読売ＫＯＤＯＭＯ新聞より

コメント

初  級1	東京のように、人が特定の場所に集まることを何と言いますか。 
また、それが起きる理由を説明しましょう。

理由：

東京：

地方：

2	人が特定の場所に集まると、どのような問題が出てきますか。 
東京と地方それぞれについて書きましょう。

中  級

上  級3	あなたは東京と地方のどちらに住みたいですか。記事を読んだ感想や、 
地方を元気にするための考えなどにふれながら書きましょう。

東京住む人 どんどん増える

2018年 4 月号

自習用
0 3

聞
新

記入日
月 　 　　日

番号 氏名

土地 マイナンバーで管理
返送用

2018年 4月号

0 2

新聞でチャレンジ！ 作文添
て ん さ く

削教室 書
こう

　新聞記事の内容や解説を読むと、マイナンバー制度には未だに賛成の声と反対の声があります。国が社会保障
や税、自然災害に関して一括して管理するマイナンバー制度について、あなたの意見を、賛成（もっとさまざまな分
野についても一括していくべき）の立場、反対（これ以上は増やすべきではない）の立場の各々の視点から日常生
活やニュース・新聞などで知ったできごとを用いて、各３００字以内で説明しましょう。

聞
新

解説

　この記事には、２つのポイントがあります。１つ目のポイン
トは、「所有者不明土地」です。所有者とは持ち主のことで
すから、持ち主がわからない土地が、日本のような国で存
在するということにまず驚きます。その原因は、記事に書い
てあるように、土地や建物の所有者などを記録することに
なっている登記簿に、届け出る義務がないことにあるので
す。その面積が、九州よりも広いということですから、土地
の有効活用を考えたりする際に、大きな障害になっている
ことが想像できます。
　その解決に向けたアイデアとして出てきたのが、２つ目
のポイントである「マイナンバー」の利用です。この制度は、
２０１５年に制定された法律に基づいて、個人を識別するた
めの番号として市町村（東京２３区は特別区）からその住民

に指定される12桁の番号でのことです。この制度を利用
すれば、個人ひとりひとりを複数の項目について、まとめ
て管理できるようになります。現在は、社会保障、税、災害
対策にだけ利用されることになっていますが、これを土地
の所有にまで広げると、所有者の変更や死亡などの情報
も管理できるようになり、「所有者不明土地」がなくなって
いくのではないかと考えたのです。

２
０
１
８
年
３
月
９
日 

読
売
新
聞
朝
刊
よ
り

1賛成の立場

2反対の立場

費 用
（税抜き）

1か月   1,600円
6か月   9,300円（月当たり1,550円）
1　年 17,400円（月当たり1,450円）

小・中学生を対象に、新聞記事を活用した読売新聞の
「新聞でチャレンジ！ 作文添削教室」が４月１日、サービスを開始した。

時事問題やニュース解説などの記事を読み、記述式の設問に解答することで、
読解力や自分の考えを表現する力を養う通信添削教材だ。

　
現
代
社
会
の
様
々
な
事
象
を
伝

え
る
新
聞
は
、
児
童
生
徒
の
視
野

を
広
げ
、
日
本
や
世
界
を
見
る
眼

を
養
う
に
は
格
好
の
教
科
書
。
新

聞
記
事
を
基
に
作
成
さ
れ
た
教
材

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
読
解
力
や

思
考
力
、
表
現
力
な
ど
が
確
実
に

身
に
つ
く
は
ず
だ
。
さ
ら
に
、
家

族
で
記
事
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
で
対
話
が
弾
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
だ
ろ
う
。

月
に
１
回
、

シ
ー
ト
が
自
宅
へ

　
対
象
は
、
小
学
４
年
生
か
ら
中

学
生
。
教
材
は
、
家
庭
学
習
用
の

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
」
と
提

出
用
の
「
作
文
添
削
シ
ー
ト
」
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
読
売
新
聞
や

読
売
中
高
生
新
聞
、
読
売
Ｋ
Ｏ
Ｄ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
新
聞
の
記
事
を
基
に
し
た

出
題
シ
ー
ト
が
、
毎
月
１
回
、
自

宅
に
郵
送
さ
れ
る
。

　
教
材
が
届
い
た
ら
、
ま
ず
は
、

４
枚
１
セ
ッ
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

シ
ー
ト
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
。
記
事
を
読
ん
で
、「
初
級
」、

「
中
級
」、「
上
級
」
と
学
習
段
階

に
応
じ
た
設
問
に
手
書
き
で
答
え

を
記
入
し
、
親
子
で
議
論
し
な
が

ら
答
え
合
わ
せ
を
す
る
。
続
い

て
、
２
枚
の
作
文
添
削
シ
ー
ト
に

挑
戦
し
、
添
削
を
希
望
す
る
１
枚

を
返
送
す
る
。
約
２
週
間
後
に
、

や
る
気
を
引
き
出
す
コ
メ
ン
ト
付

き
で
添
削
さ
れ
た
シ
ー
ト
が
手
元

に
戻
っ
て
く
る
─
。
こ
れ
が
基

本
的
な
流
れ
だ
。

動
画
の
解
説
も

　
作
文
に
つ
い
て
の
ウ
ェ
ブ
動
画

通信添削
プログラム

新聞でチャレンジ！
作文添削教室 スタート

「新聞でチャレンジ！作文添削教室」の運営は、関西の名門中学受験
に実績のある進学塾「浜学園」（本部・兵庫県西宮市）が行います。
詳しくは浜学園の特設サイトをご覧ください。
� http://shinbun-challenge.info/

▲家庭学習用
のトレーニング
シート

▲

提出用の作
文添削シート

に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
解
説
も
あ
り
、

疑
問
点
を
解
消
し
な
が
ら
社
会
の

仕
組
み
を
理
解
し
、
学
力
を
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
る
。
中
学
入
試
の

社
会
科
対
策
だ
け
で
な
く
、
高
校

受
験
の
時
事
対
策
・
記
述
対
策

や
、
公
立
中
高
一
貫
校
の
適
性
検

査
対
策
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。

リポート
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ヤクは、ユーラシア大陸の高地に生息す
る、ウシの仲間。ＮＩＥを通して、これから
の社会を生き抜く上で“ヤク”立つ力が
子供たちに身につくよう、ヤク先生が応
援していきます。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
実
践
を
リ
ポ
ー
ト

　

予
測
不
能
と
も
言
わ
れ
る
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く
子
供
た
ち

に
は
、
学
校
で
の
学
び
を
社
会
と
結

び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し

た
力
を
培
う
に
は
、
社
会
で
起
き
て

い
る
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上
げ
た
新
聞

を
、
授
業
で
活
用
す
る
こ
と
が
有

効
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
２
０
０
０

年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
新
し
い

学
習
指
導
要
領
の
総
則
に
も
「
新
聞

的
に
取
り
組
む
た
め
、
教
師
の
負
担

は
少
な
い
。
初
め
は
「
難
し
い
」「
め

ん
ど
う
く
さ
い
」
と
言
っ
て
い
た
子

供
た
ち
が
、
続
け
る
う
ち
に
「
楽
し

い
」「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」「
世
界
が

広
が
っ
た
」
な
ど
と
口
を
そ
ろ
え
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
「
無
理
せ
ず
」。
そ

う
し
て
コ
ツ
コ
ツ
と
１
年
間
続
け
た

結
果
、
子
ど
も
た
ち
は
自
然
と
書
く

力
を
身
に
つ
け
、
学
力
も
全
学
年
で

向
上
し
た
。「
低
学
年
に
新
聞
は
難

し
過
ぎ
る
の
で
は
」
と
の
声
も
あ
る

が
、
写
真
や
広
告
に
注
目
す
る
な
ど

し
て
、
１
、２
年
生
で
も
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
新
聞
を
教

材
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
科
横

断
型
の
学
習
に
発
展
し
、
新
学
習
指

　新聞を活用した学習「NIE」（エヌ･アイ・
イー、Newspaper In Education）の実
践を紹介する連載「楽しくＮＩＥ」が4月末
から、読売新聞教育面と読売教育ネットワ
ークのウェブサイトで同時に始まった。ＮＩＥ
に熱心に取り組む全国各地の先生を訪ね、
授業の様子や、導入するノウハウなどを毎
月１回、紹介するコーナーだ。

読売新聞教育面とウェブでスタート！

http://kyoiku.yomiuri.co.jp/torikumi/nie/tanoshiku/contents/nie1.php

導
要
領
で
強
調
さ
れ
た

「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」（
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

に
も
つ
な
が
る
と
い
う
。

活
用
」
が
盛
り
込
ま
れ
、
新
聞
を
扱

っ
た
教
科
書
も
増
え
て
い
る
。
し
か

し
、「
新
聞
を
ど
の
よ
う
に
授
業
に

取
り
入
れ
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
」
と
の
声
が
教
育
現
場
に
は
多

く
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
導
入
の
ヒ
ン
ト
と
な
る

実
践
を
分
か
り
や
す
く
リ
ポ
ー
ト
す

る
。

　

読
売
新
聞
教
育
面
で
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ

に
取
り
組
む
先
生
の
コ
メ
ン
ト
を
顔

写
真
入
り
で
紹
介
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
は
、
読
売
新
聞
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ヤ
ク
先
生
」
が

ヤク先生

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
役
と
な

り
、
授
業
の
様
子
を
詳
し

く
解
説
す
る
。

「
新
聞
タ
イ
ム
」を

学
年
ご
と
に
紹
介

　

第
１
回
目
に
登
場
し
た

の
は
、
１
年
か
ら
６
年
ま

で
全
校
を
挙
げ
て
Ｎ
Ｉ
Ｅ

に
取
り
組
む
東
京
都
北
区

立
八
幡
小
学
校
。
朝
学
習

の
15
分
間
を
使
っ
た
「
新

聞
タ
イ
ム
」（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ

イ
ム
）
の
様
子
を
学
年
ご

と
に
紹
介
し
た
。

　

新
聞
タ
イ
ム
は
、
新
聞

か
ら
気
に
な
っ
た
記
事
を

選
ん
で
切
り
抜
き
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
に
貼
っ
て
コ
メ

ン
ト
を
つ
け
る
活
動
で
、

週
に
１
、２
回
行
っ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
が
自
主

新聞タイムの作品が貼られた6年生の教室前
（昨年3月）

新聞記事を使い、
1年生はすごろくまで作った

「夢」をテーマに、新聞から言葉を探して
切り貼りする5年生（4月、八幡小で）

リポート
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イ
ラ
ス
ト
と
記
事
か
ら
問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

読売新聞朝刊に毎月掲載
解説ページ http://kyoiku.yomiuri.co.jp/shinbun/school/

　

｢

新
聞
＠
ス
ク
ー
ル
月
刊
ワ

ー
ク
シ
ー
ト｣

は
、
ニ
ュ
ー
ス

に
つ
い
て
ま
と
め
た
イ
ラ
ス
ト

と
記
事
を
読
ん
で
、
子
ど
も
た

ち
に
設
問
に
答
え
て
も
ら
う
月

に
１
回
の
特
集
ペ
ー
ジ
で
す
。

学
校
や
家
庭
で
、
新
聞
を
活
用

し
な
が
ら
、
読
解
力
や
理
解
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
同
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
秋
山
純
子
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
紙
面
連
動
の
解

説
を
掲
載
。
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い

て
よ
り
深
く
考
え
た
り
、
友
達

や
家
族
と
話
し
合
っ
た
り
す
る

と
き
に
役
立
つ
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

初
回
テ
ー
マ
は「
東
京
五
輪
」

　

４
月
に
読
売
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
「
月
刊
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」

の
テ
ー
マ
は
、
２
０
２
０
年
の

東
京
五
輪
で
し
た
。
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）

が
「
若
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
」
と

「
男
女
平
等
の
推
進
」
を
五
輪

の
新
し
い
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い

る
こ
と
を
受
け
て
、
東
京
五
輪

で
は
、
若
い
世
代
に
人
気
の
競

技
や
男
女
が
力
を
合
わ
せ
る
混

合
種
目
が
加
わ
る
こ
と
を
記
事

で
説
明
。
新
し
い
競
技
や
種
目

を
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
イ
ラ
ス

ト
と
文
章
で
紹
介
し
ま
し
た
。

イ
ラ
ス
ト
の
下
に
は
、
イ
ラ

ス
ト
や
記
事
、
そ
し
て
グ
ラ
フ

を
理
解
し
た
う
え
で
答
え
て
も

ら
う
設
問
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

こ
の
特
集
ペ
ー
ジ
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ア
ッ
ト
ス

く
ん
が
「
問
題
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
月
刊
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
次

回（
５
月
２
日
紙
面
掲
載
予
定
）

は
、
女
性
が
も
っ
と
働
き
や
す

い
社
会
に
す
る
た
め
に
は
何
が

必
要
か
を
考
え
ま
す
。
そ
の
後

も
、
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
を
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

＠
月刊 ワークシート

ウェブサイトのペー
ジの主役は、秋山アドバイザー

（じゅんこ先生）とアットスくん。アッ
トスくんは、新聞のスクラップが趣味
のロボットです。人間世界のことを知
りたくて、毎月、じゅんこ先生に、根掘
り葉掘り質問します。２人が登場

するウェブサイトもよろしく
お願いします。

紙
面

連
動の
ウェブサイトも

インタビューでは、タレ
ントの小島よしおさんがクラ

イミングについて語っています。
スポーツクライミングも、東京五輪
で新たに加わる競技です。小島さ
んがクライミングを始めるきっか

けになったエピソードを明か
しています。

テ
ー
マ

に
沿っ
たインタビュー

「新聞＠スクール 月刊ワー
クシート」のページのもう一つの注

目記事が「新聞教室」です。新聞の見
出しを決めたり、レイアウトを考えたりす
る編成部の担当者が「新聞ってなあに」と
いう疑問に答えます。最初は｢見出し｣で
す。見出しがない新聞ってどんな感じ

でしょうか。毎月、色々な角度から
｢新聞｣に迫ります。

「
新
聞

」に
迫る
連載

じゅんこ先生

アットスくん

｢
新
聞
＠
ス
ク
ー
ル
月
刊
ワ
ー
ク
シ
ー
ト｣

ス
タ
ー
ト
！

リポート
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　小中高などの教員や教育関係団体・個人の優れた実践を表彰
する「第 67 回読売教育賞」は、8 月1日から22日まで応募を受け
付けます。自薦、他薦は問いません。創意と工夫にあふれる教育
活動や指導の実践報告をお寄せ下さい。

【募集部門】 ①国語教育 ②算数・数学教育 ③理科教育 ④社会科
教育 ⑤生活科・総合学習 ⑥健康・体力づくり ⑦外国語・異文
化理解 ⑧児童生徒指導 ⑨カリキュラム・学校づくり ⑩地域社会
教育活動 ⑪ NIE ⑫特別支援教育 ⑬音楽教育

【募集対象】 小中高校、特別支援学校、幼稚園、保育所、認定こど
も園、児童館、学童保育所の長および教職員、スクールカウンセ
ラー、PTA、社会教育団体、教育委員会、博物館などの関係者

【表彰】 部門別に最優秀賞（盾と副賞 50 万円）、優秀賞（盾）
【募集期間】 2018 年 8月1日（水）～ 22日（水）。同日消印有効
【発表】 18 年 11月上旬（予定）、読売新聞紙上で
【問い合わせ】 読売教育賞事務局☎ 03・6739・6713

https://info.yomiuri.co.jp/contest/edu/kyoiku.html

第６７回読売教育賞
全１３部門で募集 ８月受け付け

聖
徳
大
付
中
高
の
新
入
生
に

千
葉
・
松
戸

　

聖
徳
大
付
属
女
子
中
学
校
・
高
校

（
千
葉
県
松
戸
市
）
の
新
入
生
が
読

売
新
聞
記
者
ら
か
ら
新
聞
に
つ
い
て

学
ぶ
「
出
前
授
業
」
が
4
月
13
日
と

17
日
、
千
葉
県
成
田
市
の
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
た
。
取
材
現
場
を
指
揮
す
る

森
昭
雄
千
葉
支
局
長
と
松
戸
市
内
の

読
売
新
聞
販
売
店
（
Ｙ
Ｃ
）
を
統
括

す
る
株
式
会
社
「
椎
名
」
の
宮
本
亮

一
・
業
際
事
業
部
長
が
講
師
と
し
て

出
向
き
、
編
集
か
ら
配
達
ま
で
新
聞

の
様
々
な
側
面
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

今
後
の
学
校
で
の
勉
強
や
、
生
活
の

仕
方
な
ど
を
学
ぶ
「
新
入
生
学
習
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
環
で
、

中
学
生
約
40
人
、
高
校
生
約
１
４
０

人
が
受
講
し
た
。
森
支
局
長
が
、

「
新
聞
の
全
て
の
ペ
ー
ジ
を
読
む
必

要
は
な
い
。
見
出
し
だ
け
見
て
、『
お

も
し
ろ
そ
う
』
と
思
え
る
も
の
を
見

つ
け
た
ら
、
今
度
は
そ
の
記
事
を
読

ん
で
ほ
し
い
。
一
日
１
本
で
い
い
の

で
、
こ
れ
を
毎
日
続
け
て
ほ
し
い
」

と
新
聞
の
読
み
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

　

宮
本
部
長
は
動
画
な
ど
も
使
い
な

が
ら
新
聞
販
売
店
の
仕
事
に
つ
い
て

説
明
し
、「
外
国
か
ら
来
て
日
本
語

を
学
び
な
が
ら
新
聞
配
達
を
し
て
い

る
青
年
を
含
め
、
多
数
の
人
が
読
者

に
新
聞
を
毎
日
確
実
に
届
け
る
た
め

頑
張
っ
て
い
る
」
な
ど
と
語
っ
た
。

新
聞
を
ト
ー
タ
ル
で

理
解
し
て
も
ら
う
に
は

読
売
新
聞
千
葉
支
局
長  

森 

昭
雄

　

昨
秋
か
ら
読
売
新
聞
の
取
り
組
み

と
し
て
始
ま
っ
た
「
新
聞
＠
ス
ク
ー

ル
」
で
、
私
は
千
葉
県
内
の
小
・

中
・
高
校
で
こ
れ
ま
で
に
30
件
以
上

の
「
出
前
授
業
」
を
行
っ
た
。
授
業

は
い
ず
れ
も
、「
新
聞
の
読
み
方
」「
新

聞
記
者
の
仕
事
」
な
ど
、
取
材
し
て

記
事
を
書
く
記
者
の
視
点
、
立
場
か

ら
行
っ
た
も
の
で
、
学
校
か
ら
そ
う

し
た
授
業
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
に

基
づ
い
て
い
る
。

　

出
前
授
業
の
目
的
は
若
い
世
代
に

新
聞
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
新
聞
を

手
に
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
る
。

新
聞
の
読
み
方
、
記
者
の
仕
事
な
ど

を
説
明
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切

だ
が
、
新
聞
や
新
聞
社
は
販
売
、
広

告
、
事
業
な
ど
様
々
な
分
野
の
仕
事

を
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
。
新
聞
を
ト
ー
タ
ル
で
理
解

し
て
も
ら
い
、
新
聞
に
よ
り
親
し
ん

で
も
ら
う
う
え
で
、
編
集
以
外
の
部

門
の
人
に
も
授
業
に
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
は
重
要
だ
と
感
じ
た
。

　

実
際
、
今
回
宮
本
部
長
の
話
の
と

き
に
、
自
分
の
仕
事
を
一
生
懸
命
日

本
語
で
説
明
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ブ

ー
タ
ン
か
ら
来
た
ス
タ
ッ
フ
の
動
画

を
、
生
徒
た
ち
は
興
味
深
そ
う
に
見

つ
め
て
い
た
。
恐
ら
く
生
徒
に
と
っ

て
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と

の
な
い
話
で
、
新
聞
へ
の
関
心
を
持

っ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　

出
前
授
業
は
あ
く
ま
で
も
授
業
で

あ
り
、
就
職
活
動
の
企
業
説
明
会
と

は
異
な
る
。
学
校
側
に
は
、「
編
集

分
野
以
外
に
、
こ
ん
な
話
も
で
き
る
」

「
こ
う
い
う
内
容
で
ど
う
か
」
と
事

前
に
メ
ニ
ュ
ー
案
を
示
し
、
共
通
理

解
を
深
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

新
た
な
試
み
で
あ
り
、
定
ま
っ
た

方
式
は
な
い
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ
な

方
の
意
見
を
聞
い
て
、
よ
り
良
い
や

り
方
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

編集と販売、一緒に授業 

出前授業で生徒からの質問を受ける
宮本部長（右）と森支局長

リポート

7 2018.4〈vol.40〉  



海
外
で
学
ぶ 

・ 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
ジ
ェ
ネ
セ
オ
校

居
場
所
と
成
長
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
音
楽

新
潟
県
立
国
際
情
報
高
校
卒
、ニュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
ジ
ェ
ネ
セ
オ
校（
米
国
）２
年（
執
筆
時
）  

坂ば
ん
な
い内 

佑ゆ
う

太た

朗ろ
う

さ
ん

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0003987245でお読みいただけます。

40

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェ
ローシップ」のメンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。留
学フェローシップの詳細はウェブサイトへ。 http://ryu-fellow.org

タ
ー
に
は
、
経
験
、
専
攻
や
レ
ベ
ル

は
不
問
、
全
学
生
が
対
象
、
と
あ
っ

た
。
あ
と
は
、
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
乗

っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
ま
さ
か
、

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
た
学
生
の

半
数
が
初
心
者
だ
と
は
知
ら
ず
に
。

　

あ
く
る
日
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

受
け
る
た
め
待
合
室
に
入
る
と
、
50

人
も
の
学
生
が
い
た
こ
と
に
ま
ず
驚

い
た
。
ジ
ェ
ラ
ー
ド
・
フ
ロ
リ
ア
ー

ノ
合
唱
団
指
揮
者
か
ら
出
さ
れ
た
課

題
は
、
ア
メ
リ
カ
国
歌
を
歌
う
こ
と

だ
っ
た
！ 

戸
惑
い
を
隠
せ
な
い
ま

ま
、
歌
詞
も
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
ほ
と
ん

ど
歌
え
ず
、
こ
れ
で
終
わ
り
だ
、
と

思
っ
た
。
し
か
し
、
な
ん
て
紳
士
的

か
つ
情
け
深
い
の
だ
ろ
う
！ 

日
本

か
ら
の
留
学
生
だ
と
わ
か
る
と
、
自

分
が
歌
え
る
歌
な
ら
日
本
の
歌
で
も

い
い
、
と
言
っ
て
く
れ
た
の
だ
。
２

日
後
、
感
激
し
て
大
満
足
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
う
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
合
格
し
た
の
だ
！ 

室
内
合
唱

団
唯
一
の
留
学
生
で
日
常
会
話
の
英

語
に
も
苦
し
ん
で
い
る
が
、
確
か
に

自
分
も
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
創
造

す
る
１
人
だ
と
、
私
は
自
信
を
持
っ

て
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
今

で
は
、
英
語
の
歌
ば
か
り
で
は
な
く
、

ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ

ア
語
の
歌
な
ど
も
歌
っ
て
い
る
。

　

私
た
ち
室
内
合
唱
団
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
主
な
都
市
を
巡
る
国
際
ツ
ア

ー
、
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス

ト
ン
、
シ
カ
ゴ
な
ど
へ
の
国
内
ツ
ア

ー
に
も
出
か
け
て
い
く
。
学
生
た
ち

が
洗
練
さ
れ
て
成
長
す
る
の
に
こ
ん

な
す
ば
ら
し
い
や
り
方
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。
な
ん
と
も
素
敵
な
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
！ 

ジ
ェ
ネ
セ
オ
室

内
合
唱
団
に
加
わ
っ
て
す
ぐ
、
き
ず

な
の
強
い
家
族
の
一
員
で
あ
り
、
一

人
ひ
と
り
が
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う

　

自
由
の
国
、
そ
し
て
志
が
あ
れ
ば

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
恵
ま
れ
て
い
る

ア
メ
リ
カ
に
魅
了
さ
れ
、
音
楽
と
い

う
過
去
に
は
無
縁
だ
っ
た
世
界
に
飛

び
込
ん
だ
。
そ
れ
は
、
ジ
ェ
ネ
セ
オ

室
内
合
唱
団
入
団
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
ポ
ス
タ
ー
を
見
つ
け
た
瞬
間
だ
っ

た
。
い
や
い
や
そ
ん
な
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
楽
器
を
触
っ
た
こ
と
も
な

け
れ
ば
、
合
唱
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

も
関
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
の
だ
し
。

そ
れ
に
、
音
楽
と
は
、
幼
い
こ
ろ
か

ら
の
多
く
の
経
験
と
練
習
が
必
要
だ

と
信
じ
き
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
そ

れ
は
到
底
不
可
能
に
見
え
た
。
が
、

そ
れ
は
大
き
な
過
ち
だ
っ
た
。
ポ
ス

ニューヨーク州立大学ジェネセオ校

1871年、ワッズワース師範訓練学校として
創立され、1948年にニューヨーク州立のリ
ベラルアーツ・カレッジとなった。学部学
生数は5512人。

ジェネセオ室内合唱団監督のジェラード・フロリアーノ博士と声楽の練習をする
坂内佑太朗さん（右）＝本人提供U.S.
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に
感
じ
た
。
た
と
え

言
葉
を
発
し
な
く
て

も
歌
を
通
し
て
、
会

話
、
心
が
通
じ
合
う

と
信
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
日
々
歌
声
を

奏
で
る
た
び
に
、
フ

ロ
リ
ア
ー
ノ
指
揮
者

と
仲
間
た
ち
か
ら
、

鼓
舞
さ
れ
続
け
て
い

る
。
歌
い
続
け
よ

う
、
そ
し
て
音
楽
を

通
し
て
す
ば
ら
し
い

価
値
を
発
見
し
よ
う

で
は
な
い
か
と
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 

T
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２
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１
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月
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日
）
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